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小学校５年生 【算数】正多角形をかこう 

画面 操作 

 

Scratch を起動しましょう。 

（１）ブラウザを立ち上げ、下記の URL にアクセス

します。 

 

https://scratch.mit.edu/ 

 

「作ってみよう」または、画面の上部にある「作る」

をクリックします。 

 

※Scratch3.0は InternetExplorerには対応し

ていません。GoogleChrome 等の対応ブラウザ

を使用するか、オフライン版をダウンロードして

ください。 

 

 

（２）Scratch の制作画面が開きます。 

 

① ブロックパレット 

② スクリプトエリア 

③ ステージ 

④ スプライトエリア 

 

※スクラッチでは、命令であるブロックをスクリプ

トエリアに並べることで、プログラムを作成しま

す。 

このプログラム（スクリプト）は、スプライトと呼

ばれる部品ごとに作成をします。 

初期状態では、表示されている猫に対して命

令をつくることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ １ ３ 

４ 

https://scratch.mit.edu/
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画面 操作 

 

 

 

ペン機能を追加する 

（１）ペンブロックを追加する 

 

①画面左下の「拡張機能」をクリック 

 

 

 

 

  

②拡張機能を選ぶ画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「ペン」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ペンブロックが追加されます。 
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画面 操作 

 

 

スプライトを変更する 

 

（１）スプライトを追加します。 

 

プログラムを作成して、正多角形を描く手順は、コ

ンパスを使った作図ではなく、運動場（グラウン

ド）のように、コンパスが使えない場所に線を引く

方法と考えましょう。 

この場合、向きの変化については、上から見た絵

のほうがわかりやすいため、スプライトを変更しま

す。 

 

①スプライトエリアで、「スプライト追加メニュー」

ボタンにマウスを合わせます。 

 

 

  

②「スプライトを選ぶ」をクリックします。 

 

  

③一覧から「Cat2」を選び、クリックします。 

 

 

※アルファベット順に並んでいます。 

※上にあるカテゴリーで「動物」を選んで絞り込

むことも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スプライトエリア 
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画面 操作 

 

 

④「Cat2」が追加されています。 

ステージとスプライトエリアに cat2 が表示され

ています。 

 

 

（２）Cat を削除します。 

 

①スプライトエリアの「Cat」を選択します。 

 

※Cat を選択しているときは、スプライトの中の名

称が「Cat」となっています。 

 

 

 

②右上にある、バケツの絵をクリックして「Cat」を

削除します。 

 

 

※右クリックして、「削除」を選択することで、削除

をすることもできます。 

 

 

 

③スプライトエリアやステージから「Cat」が消え

ます。 
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画面 操作 

 

 

 

 

③ Cat2 の位置と大きさを調整する。 

 

x 座標と y座標の位置を 0にしておきます。 

（原点に移動） 

 

大きさを 50 にしておきます。 

※キャラクターを小さくしておくほうが、動きや線

が見やすくなります。 

 

 

 

 

 

四角形を描いてみましょう 

 

（１）Cat2（以下 猫）を移動させます。 

 

①種類「動き」から「10 歩動かす」のブロックを

スクリプトエリアにドラッグします。 

 

 

 

②ブロックを直接クリックして、猫の動きを確認し

ましょう。 

ブロックを直接クリックすることで、命令を実行

することができます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

③数字を書き換えてみましょう。 

「10」の中の白い部分をクリックすると、数字を

書き換えることができます。 

値を変えて動きを確認してみましょう。 

 

 

 

④猫を最初の位置に戻す 

種類「動き」から、「x 座標を 0、y 座標を 0 に

する」をスクリプトエリアにドラッグして、クリック

します。 

 

※起動したときは、x 座標と y 座標がともに 0 と

なっています。今回は、横の動きだけですが、こ

のブロックを使うことで、最初の位置に戻ること

を示しています。 

 

 

ドラッグする 

ブロックを直接クリックする 
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画面 操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ペンを下ろして線を描く 

①ペンのブロックを移動する。 

ペンブロックから「ペンを下ろす」と「ペンを上

げる」をドラッグします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ブロックをつなげる。 

スクリプトエリアにある「10 歩動かす」のブロッ

クをドラッグして、左の図のようにつなげましょ

う。 

また、線を確認しやすくするために、「100」に

変えておきましょう。 

 

※線を描くだけであれば、「ペンを下ろす」のみで

できますが、そのままにしておくと、元の位置に

もどるときにも、線を描いてしまいます。 

「ペンを下ろす」と「ペンを上げる」はセットで使

いましょう。 

 

③クリックして線を引く 

組み合わせたブロックをクリックして線が引ける

ことを確認しましょう。 

左の図のような実行画面になります。 

 

 

 

 

  

④線を消す 

引いた線を消すときは、「全部消す」ブロックを

使用します。 

（１）の④の「x 座標を 0、y 座標を 0 にする」と

組み合わせることで、位置についても最初の位

置にもどります。 
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画面 操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）猫の向きを変える。 

① 猫の向きを 90度変える。 

「動き」から「15度回す」ブロックをドラッグし、 

数値を 90 に変更しましょう。 

 

※四角形なので 90度回します。 

※回転については、2 つのうちどちらを使ってもよ

いのですが、四角形のできる位置が変わりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ブロックをつなげる 

（２）－②の組み合わせの「100 歩動かす」の後

に「90度回す」をつなげましょう。 

 

※ Scratch3.0 では、すでにあるブロックの組み

合わせに、新しいブロックを近づけると、自然に

隙間ができます。 

 うまくできないとき、または以前のバージョンの場

合は、「ペンを上げる」ブロックを一度ドラッグし

て外したのち、「90 度回す」「ペンを上げる」と

つなげていきます。 

 

③ ブロックをクリックして実行 

 

線を引いた後、猫の向きが変わっていることを確

認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 猫の向きをもとに戻す 

猫の向きを戻すブロックは 

「90 度に向ける」を利用します。 



8 

 

画面 操作 

 

 

 

 

 

 

 

（４）四角形を作る 

①「100 歩動かす」-「90 度回る」のブロックを

複製しましょう。 

 

ブロックの上で、右クリックをし、「複製」を選ぶこ

とで、同じブロックを複製（コピー）することができ

ます。 

 

複製したブロックは、マウスを動かしたのちクリッ

クすることで、スクリプトエリアに配置できます。 

 

② 複製を３回実行しましょう。 

 

※四角形を作るためには、全部で４回必要です。 

 

 

 

 

 

 

③ 「ペンを下ろす」と「ペンを上げる」の間に 4

回分のブロックをいれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ブロックをドラッグし、数値を修正するより、複

製を行うほうが、効率よく同じブロックを作成する

ことができます。 

 

 

 

④ ブロックをクリックし、正四角形を描くことを確

認しましょう。 
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画面 操作 

 

 

 

 

 

 

四角形を描いてみましょう２ 

（１）実行ボタンを使う 

実行ボタン（ステージの上にある旗）をクリ

ックすると、四角形を描くように変更する。 

 

①種類「イベント」から「 が押されたとき」をド

ラッグする。 
 

 

 

 

 

 

②「四角形を描いてみよう」で作成したブロックの

上につなげる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実行ボタンをクリックすると、四角形を描くこと

を確認します。 
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画面 操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）繰り返しを利用した四角形の作成 

 

同じブロックについては、並べるのではなく、繰り

返しを利用して簡単に作成できます。 

 

①種類「制御」から繰り返しのブロックをドラッグ

します。 

 

 

 

 

 

②回数を４回に変更します。  

 

 

 

 

 

 

 

③「100 歩動かす」「90 度回る」を繰り返しの中

に入れ、左のように修正します。 

 

※「ペンを下ろす」「ペンを上げる」については、

繰り返しの外側にあります。 

ペンについては、最初と最後だけ命令すればよい

ことに注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④実行ボタンをクリックすると、四角形を描くこと

を確認します。 
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画面 操作 

 

 

 

 

（３）動きを確認しましょう（ゆっくり動かす） 

 

①種類「制御」から「1秒待つ」をドラッグする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②繰り返しの中に入れる 

 

コンピュータの動きは速いため、そのままでは動き

を確認することができません。 

動きを確認するために、線を引くごとに、「待つ」

命令を追加します。 
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画面 操作 

 

 

 

 

 

 

リセットボタンを作成しましょう 

 

初期状態に戻す命令のスクリプトを作っておくと、

何度も繰り返して実行するときに便利です。 

 

（１）リセットの命令を作成します。 

 

①種類「イベント」から「スペースキーが押された

とき」をスクリプトエリアにドラッグする。 

 

 

 

②戻すためのブロックをつなぎます。 

 

「x 座標を 0、y 座標を 0 とする」 

「90 度に向ける」 

「全部消す」 

 

※ ブロックの順番が変わっても大丈夫です。 

 

 

 

 

 

③「スペース」キーを押して、実行し、確認しましょ

う。 

四角形を描く、猫をマウスで動かす、の作業のあ

とに、実行しましょう。 

 

※スペースの横にあるプルダウンメニューから別

のキーを選ぶことで、実行のきっかけを変更す

ることもできます。 
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画面 操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正多角形に変更する 
 

（１）正三角形に変更する 

①回る角度を「120」、回数を「3」に変更する 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「旗」をクリックして、実行する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）他の正多角形 

 

以下の表を参考に、回数と角度を変更しましょう。 

 回数 角度 内角の和 

正三角形 ３ 120 180 

正四角形 ４ 90 360 

正六角形 ６ 60 720 

正八角形 ８ 45 1080 

 

※角を増やす場合は、歩く数を少なくしておきまし

ょう。 

※待ち時間も短くしておきましょう。 
 

 


